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～福祉サービス第三者評価を受審してみませんか～

特 集 …P2



特
集

受審事業者自らの課題等の気づきを促す
～福祉サービス第三者評価を受審してみませんか～

福
祉
分
野
の
第
三
者
評
価

　

福
祉
分
野
の
第
三
者
評
価
と
は
社
会
的

に
よ
り
望
ま
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
て
、
第
三
者
の
客
観
的
な
視
点
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
「
質
」
を
評
価
し
て
、
そ
の

結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
16
年
に
厚
生
労
働
省
が
都
道
府
県

に
通
知
し
た
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
事
業
に
関
す
る
指
針
（
以
下
、
指
針
）」

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
意
の
制
度
と
し
て
始
ま
っ
た
第
三
者

評
価
で
す
が
、
各
分
野
に
お
け
る
位
置
づ

け
は
異
な
り
、
平
成
30
年
に
行
わ
れ
た
指

針
の
改
正
に
よ
っ
て
、
評
価
の
実
施
や
公

表
が
義
務
化
さ
れ
た
分
野
も
あ
り
ま
す
。

　

児
童
養
護
施
設
等
の
社
会
的
養
護
施
設

に
お
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
措
置
費

の
加
算
が
入
り
、
３
年
に
１
回
以
上
の
第

三
者
評
価
の
実
施
と
評
価
結
果
の
公
表
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

認
可
保
育
所
で
は
、
５
年
に
１
回
の
受

審
が
努
力
義
務
化
さ
れ
、
公
定
価
格
へ
の

加
算
に
よ
り
受
審
料
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

高
齢
・
障
害
分
野
で
は
、
事
業
者
の
自
主

性
を
重
視
し
た
任
意
の
仕
組
み
と
い
う
位

置
付
け
か
ら
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
提
供
開
始
時
の
重
要
事
項
説
明
に
第
三

者
評
価
の
実
施
に
関
す
る
項
目
を
追
加
し

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
障
害
福
祉
等
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
開
始
に
あ
た
り

「
第
三
者
評
価
実
施
の
有
無
」「
実
施
し
た

直
近
の
年
月
日
」「
実
施
し
た
評
価
機
関
の

名
称
」「
評
価
結
果
の
開
示
状
況
」
の
説
明

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
三
者
評
価
の
意
味
・
目
的

　

第
三
者
評
価
の
意
味
・
目
的
は
、
次
の

三
つ
に
な
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
事
業
者
自
身
で
は
気
づ
き

得
な
か
っ
た
課
題
等
の
気
づ
き
を
促
す
こ

と
。
二
つ
目
は
、
日
常
業
務
の
振
り
返
り

と
課
題
解
決
・
改
善
に
向
け
た
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
、
利
用
者
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
支
援
で
す
。

　

第
三
者
の
専
門
性
・
客
観
的
な
視
点
に

よ
り
社
会
的
に
期
待
さ
れ
る
「
よ
り
望
ま

し
い
水
準
」
を
目
指
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
「
質
」
を
評
価
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

な
特
徴
で
す
（
第
三
者
評
価
受
審
の
流
れ

は
図
を
参
照
）。

県
内
で
の
受
審
促
進
支
援

　

県
内
の
受
審
促
進
に
関
し
て
、
保
育
分

野
で
は
、
従
前
か
ら
横
浜
市
が
単
独
の
加

算
制
度
を
設
け
、
５
年
に
１
回
の
受
審
を

義
務
化
。
川
崎
市
で
も
定
員
に
応
じ
た
単

独
の
受
審
加
算
制
度
を
設
け
て
５
年
に
１

回
の
受
審
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

県
・
本
会
・
横
浜
市
・
川
崎
市
の
協
働

で
昨
年
度
に
実
施
し
た
事
業
見
直
し
に
伴

い
、
横
浜
市
で
は
保
育
分
野
以
外
の
助
成

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
会

で
も
、
会
員
（
経
営
者
部
会
と
一
部
の
種

別
協
議
会
）
に
向
け
、
法
人
・
施
設
で
の

主
体
的
な
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
第
三
者
評
価
受
審
料
助
成
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
高
齢

分
野
を
中
心
に
５
件
、
今
年
度
は
障
害
分

野
を
中
心
に
15
件
に
対
し
て
助
成
い
た
し

ま
し
た
。

県
内
評
価
機
関
と
評
価
結
果
公
表
状
況

　

現
在
、
県
内
で
は
21
の
評
価
機
関
が
推

第三者評価受審の流れ

評価機関の選定
（評価機関の情報収集、比較、選定）

受審申込・事前説明・契約
（評価機関との契約、スケジュール調整）

評価調査活動の実施
（書面調査・自己評価・利用者調査）

訪問調査
（現地での職員、利用者ヒアリング、観察等）

評価結果の確認
（評価決定委員会の開催、評価結果の内示）

評価結果報告書の確定、公表
（ホームページ等で公表）

　福祉サービスを提供する事業者（以下、事業者）自らが、第三者の客観的な視点を踏まえ福祉サービス
の「質」の向上を目指し、事業者の主体的な取り組みとして導入された「福祉サービス第三者評価事業」
（以下、第三者評価）。一度受審すれば、その効果が実感できて定期的な受審につながっていきますが、県
内では事業種別や地域によって受審率に偏りがあります。
　本号では平成30年度に県・横浜市・川崎市・本会かながわ福祉サービス第三者評価推進機構（以下、推
進機構）が協働で実施した第三者評価事業見直しの趣旨を踏まえ、第三者評価の意味や目的を再確認する
とともに、第三者評価受審促進に向けた支援策、県内評価機関の活動状況等を紹介しながら、第三者評価
受審促進について考えていきたいと思います。
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SPECIAL EDITION

ホ
ー
ム
か
ら
入
所
定
員
の
規
模
が
大
き
く

通
所
機
能
が
併
設
さ
れ
て
い
る
施
設
ま
で

約
20
万
円
か
ら
60
万
円
ま
で
幅
が
あ
り
ま

す
。
受
審
の
契
約
に
あ
た
り
、
①
評
価
機

関
の
理
念
や
方
針
、
②
評
価
機
関
や
所
属

す
る
評
価
調
査
者
の
実
績
、
③
自
己
評

価
・
利
用
者
調
査
・
訪
問
調
査
等
の
手
法
、

④
評
価
調
査
活
動
の
実
働
期
間
（
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
）、
⑤
評
価
結
果
の
ま
と
め
方
、

⑥
受
審
料
と
い
っ
た
点
に
着
目
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
希
望
に
沿
っ
た
評
価
機
関
を
選
定

し
ま
す
。

　

評
価
機
関
情
報
は
、
推
進
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

進
機
構
の
認
証
を
受
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
18
の
評
価
機
関
で
２
９
４
件

の
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
う
ち
保

育
分
野
が
２
１
９
件
（
74
％
）、
障
害
分
野

54
件
（
18
％
）
の
う
ち
21
件
が
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
高
齢
分
野
19
件
（
６
％
）

の
９
割
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
し

た
。
年
間
の
実
施
件
数
が
多
く
全
分
野
で

活
動
す
る
評
価
機
関
、
実
施
件
数
が
少
な

い
な
が
ら
も
得
意
分
野
に
限
定
し
て
活
動

す
る
評
価
機
関
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
受
審
料

に
つ
い
て
も
評
価
機
関
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。

　

利
用
定
員
の
少
な
い
障
害
者
グ
ル
ー
プ

受
審
の
効
果
と
事
業
者
の
満
足
度

　

推
進
機
構
で
は
、
受
審
事
業
者
に
対
し

受
審
の
効
果
や
満
足
度
に
つ
い
て
、
毎
年

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
公
表
件
数
２
９
４
件
・

回
答
１
９
０
件
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
審
の
効
果
と
し
て
は
、「
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
の
気
づ
き
を
得
た
」「
利
用
者
及

び
保
護
者
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
職
員
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」

の
３
つ
の
回
答
が
全
体
の
約
９
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
支
援
の
振
り
返
り
に

客
観
的
な
視
点
が
加
わ
り
、
組
織
で
今
後

の
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
事

業
者
の
強
み
と
弱
み
が
明
確
と
な
っ
て
改

善
の
機
運
と
な
っ
た
」
な
ど
、
多
く
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

満
足
度
に
つ
い
て
は
、「
非
常
に
満
足
」

「
概
ね
満
足
」
と
回
答
し
た
事
業
者
が
９
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
評
価
機
関
や

評
価
調
査
者
に
対
し
て
「
訪
問
調
査
で
の

聞
き
取
り
の
内
容
が
評
価
結
果
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
」「
施
設
の
特
性
を
理
解
し
て

も
ら
え
な
い
の
は
残
念
」
等
、
不
満
の
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

推
進
機
構
と
し
て
は
、
評
価
機
関
の
特

長
や
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
推
進
機
構

と
評
価
機
関
の
役
割
・
責
任
を
明
確
に
し
、

相
互
に
お
け
る
研
修
等
を
充
実
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
第
三

者
評
価
に
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
受

審
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
）

令和元年度　評価機関別評価結果公表件数
№ 評価機関名 件数 高齢 障害 児童 保護
１ （N）市民セクターよこはま 15 １ 14
２ （株）R－CORPORATION 37 ４ ３ 30
３ （株）フィールズ 76 ２ 33 39 ２

４
（N）ニッポン・アクティブライフ・クラブ
ナルク神奈川福祉サービス第三者評価
事業部

47 47

５ （株）学研データサービス 33 ４ 29
６ （公社）神奈川県社会福祉士会 ９ ３ ２ ４
７ （公社）けいしん神奈川 ８ ８
８ （一社）アクティブケアアンドサポート ６ １ ５
９ （N）介護の会まつなみ １ １
10 （N）NPO中小企業再生支援 ８ ３ ５
11 （公社）神奈川県介護福祉士会 ５ ３ ２
12 （株）ケアシステムズ 21 ４ ３ 14
13 （N）よこはま地域福祉研究センター 23 １ ５ 17
14 日本会計コンサルティング（株） １ １
15 ソキウスコンサルテーションズ（株） ０

16 横浜サステナビリティ研究センター有
限責任事業組合 １ １

17 （一社）日本保育者未来通信 １ １
18 （一社）かわさき福祉相談センター １ １
19 （公社）長寿社会文化協会 １ １ （令和元年度廃止）
20 （株）ミライ・シア 令和２年３月認証
21 シーズ・クリエーション合資会社 令和２年３月認証
22 （株）第三者評価機構 令和２年３月認証
合計 294 19 54 219 ２

評価機関への総合的な満足度（n＝190件） 受審の効果（n＝469件・複数回答）
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体
や
中
核
機
関
か
ら
権
利
擁
護
支
援
体

制
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る

「
権
利
擁
護
支
援
体
制
全
国
ネ
ッ
ト（
Ｋ

―
ね
っ
と
）」
を
、
10
月
27
日
に
開
設
し

ま
し
た
。

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
や
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
等
の
専

門
職
団
体
や
厚
生
労
働
省
の
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
室
と
連
携
し
な
が
ら
、

受
け
た
相
談
に
対
し
て
事
例
紹
介
や
実

践
を
踏
ま
え
た
助
言
等
を
行
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
相
談
窓
口
開
設
に
よ
っ
て
、

年
々
増
す
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
に

必
要
な
、
全
国
的
な
相
談
体
制
の
強

化
・
推
進
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

常
生
活
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
テ
レ
ワ
ー

ク
等
の
新
し
い
働
き
方
の
提
案
と
併
せ

て
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
部
は
「
現
下
の
施
策
課
題
へ
の

対
応
」
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
に
か
け

て
行
わ
れ
た
厚
生
労
働
行
政
の
各
分
野

に
お
け
る
施
策
や
う
ご
き
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
子
育
て
や
雇
用
、
医

療
、
介
護
等
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
国
民
の

生
活
は
大
き
く
、
急
激
に
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
現
状
を
知
る
こ
と
、
こ
れ

か
ら
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
た
め
に
、

大
い
に
活
用
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

各
地
域
で
の
権
利
擁
護
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
支
援

 

ー 

権
利
擁
護
支
援
体
制
全
国
ネ
ッ
ト　

相
談
窓
口
開
設

「
令
和
時
代
の
社
会
保
障
と
働
き
方
を
考
え
る
」

 

ー 

令
和
２
年
版
厚
生
労
働
白
書

　

認
知
症
や
知
的
障
害
等
に
よ
っ
て
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
や
契
約
、
財
産

管
理
が
難
し
い
方
を
支
え
る
た
め
、
各

地
域
で
権
利
擁
護
支
援
の
体
制
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
で

は
、
全
国
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、
必

要
な
人
が
成
年
後
見
制
度
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
地
域
の
支
援
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

制
度
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
体

制
整
備
は
よ
り
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
市
区
町
村
域
で
権
利
擁
護
支

援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
専
門
人
材
の
確
保
や
、
専
門
職

団
体
や
家
庭
裁
判
所
と
の
連
携
の
他
、

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
利
用
者
へ
の
対

応
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
核
と
な
る
機

関
の
設
置
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。
本
会
か
な
が
わ
成
年
後

見
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体
制
整
備
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
を
通
じ
て
、
県

内
市
町
村
の
権
利
擁
護
支
援
の
体
制
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
全
社
協
で
は
、
自
治

　

10
月
23
日
、
厚
生
労
働
省
は
「
令
和

２
年
版
厚
生
労
働
白
書
」
を
公
表
し
ま

し
た
。
白
書
は
厚
生
労
働
行
政
の
現
状

や
今
後
の
見
通
し
等
を
国
民
に
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
例
年
発
行
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
令
和
２
年
版
で
19
冊
目
と
な

り
ま
す
。

　

白
書
は
２
部
構
成
で
、
メ
イ
ン
と
な

る
第
１
部
で
は
、
平
成
30
年
間
の
社
会

の
変
容
を
振
り
返
り
、
２
０
４
０
年
に

か
け
て
起
こ
り
う
る
変
化
の
見
通
し
に

つ
い
て
分
析
を
掲
載
。
そ
の
う
え
で
、

「
令
和
時
代
の
社
会
保
障
と
働
き
方
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
含
め
た
、

厚
生
労
働
行
政
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

方
向
性
は
大
き
く
４
つ
。「
人
生
１
０

０
年
時
代
」「
担
い
手
不
足
・
人
口
減
少

の
克
服
」「
新
た
な
つ
な
が
り
・
支
え
合

い
」「
生
活
を
支
え
る
社
会
保
障
制
度
の

維
持
・
発
展
」と
な
っ
て
お
り
、高
齢
化

の
ピ
ー
ク
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
は
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
上

手
く
取
り
入
れ
な
が
ら
行
っ
て
い
く
こ

と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
日

権利擁護支援体制全国
ネット（Ｋ―ねっと）

相談受付時間　月～金　
　　　　　午前９時30分～
　　　　　午後５時30分
☎03－3580－1755
URL  https://www.shakyo.
or.jp/knet/

「令和２年版厚生労働白書」
は厚生労働省ホームページ
にデータ版が掲載されてい
ます。

URL  https://www.mhlw.
go.jp/toukei_hakus
ho/hakusho/
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2020年10月26日～11月25日
※新聞掲載日            

●過齢児の特例再び延長、厚生
労働省「446人が移行先未定」
　厚生労働省は10月19日、障害児
入所施設で暮らす18歳以上の「過
齢児」について2021年３月末まで
としていたサービス費支給の経過
措置（特例）を少なくとも１年間
延長する方針を明らかにした。20
21年夏までに対応を決める予定と
している。

●介護職員の平均月給36万6,900円、
勤続10年以上特定処遇加算で
　「介護職員等特定処遇改善加算」
の取得事業所で、介護福祉士の資
格を持ち、10年以上働く常勤介護
職員の平均月給が、今年２月時点
で36万6,900円となったことが10
月30日、厚生労働省の調査でわ
かった。

●コロナ禍での民生委員活動調
査、７割が電話で安否確認実施
　全国民生委員児童委員連合会は、
10月22日全国大会で、新型コロナ
ウイルス感染症を踏まえた単位民
児協活動環境調査の概要を報告し
た。訪問・相談活動について、７
割以上が電話で安否確認を実施す
るなど工夫をしていることがわ
かった。

●県内医療・介護労働者、コロナ
でストレス７割
　県内の医療、介護労働者が加盟
する県医療労働組合連合会は11月
５日、県庁で職場実態の調査結果
を発表し、新型コロナウイルス感
染症で約７割がストレスを感じた
と現場の窮状を訴え、国に財政支
援を求めた。

●厚生労働省、総合事業の対象
拡大で要介護者も利用可能に
　厚生労働省は10月22日、介護保
険の要支援者が要介護者になって
も、総合事業の訪問型、通所型
サービス等を引き続き利用できる
よう省令を改正した。施行は来年
４月１日。現行では要支援者等に
限定しており、一部の自治体から
要件見直しの要望があった。

●大和市、コロナ禍で世間話の
電話窓口開設へ
　大和市は11月19日、コロナ禍で
外出が減り人と話す機会が減って
いるとして、電話で気軽に話がで
きる窓口「ちょっと話そう『もし
もし電話』」を12月１日に開設す
ると発表。ストレス軽減や孤立に
よる健康被害の防止が期待される。

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和２年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）

2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円
1,500円

1～50名

51～100名
100名以降1名～10名増ごと200万円

20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK19-14131 2020.2.7作成〉
損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

住
ま
い
と
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

こ
れ
ま
で
の
相
談
支
援

　

住
ま
い
や
生
活
の
困
り
ご
と
を
持
つ
人
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
Ｎ
）
ワ
ン
エ
イ

ド
。
２
０
１
９
年
に
県
の
住
宅
支
援
法
人
の

指
定
を
受
け
て
お
り
、
高
齢
や
病
気
を
理

由
に
転
居
が
難
し
い
方
、
ア
パ
ー
ト
等
の
契

約
が
し
づ
ら
い
低
所
得
の
方
へ
の
住
ま
い
に

関
す
る
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
ま
い
の
確
保
等
に
困
っ
て
い
る

方
の
多
く
は
、
食
に
も
困
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
し
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に
よ
る
食

の
支
援
、
生
活
に
関
す
る
こ
と
の
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
等
、
相
談
者
の
自
立
に
向

け
た
支
援
も
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

活
動
拠
点
と
し
て
い
る
座
間
市
で
は
、
行

連載　「緊急事態宣言」
今、ふりかえって

第６回

き
っ
か
け
は「
コ
ロ
ナ
」　

新
た
な
連
携
・
つ
な
が
り

　

本
紙
で
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
福
祉
施
設
の
従
事
者
や
利
用
者
、
福
祉
関
係
団
体
や
当
事
者
の
目
線
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
見
え
た
課
題
に
つ
い
て
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
分
断
か
ら
生
ま
れ
た
課
題
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
っ
て
取
り
組
む
関
係
者
の
姿
が

見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
こ
な
か
っ
た
人
と
関
わ
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
本
紙
11
月

号
「
特
集
」
で
取
り
上
げ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
事
例
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に

社
協
の
存
在
を
知
っ
た
人
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
検
討
し
た
人
が
い
る
等
、
生
活
へ
の
影
響
の
大
き

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
自
立
相
談
支
援
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
Ｎ
）
ワ
ン
エ
イ
ド
に
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
等
を
通

し
て
見
え
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
住
民
の
生
活
や
そ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
た
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
し
た
。

政
、
社
協
、
専
門
知
識
を
持
つ
関
係
機
関

等
と
連
携
し
て
相
談
者
の
自
立
支
援
を
行

う
「
チ
ー
ム
座
間
」
の
一
団
体
と
し
て
関

わ
っ
て
お
り
、「
自
立
支
援
相
談
補
助
員
」

の
立
ち
位
置
で
、相
談
者
に
必
要
な
支
援
や

制
度
へ
つ
な
い
で
い
く
パ
イ
プ
役
を
主
に

担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、平
時
よ
り
生
活
困
窮
者
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
ワ
ン
エ
イ
ド
で
理
事
長
を

務
め
て
い
る
松
本
篝か

が
り

さ
ん
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

対
応
し
た
相
談
者
の
様
子
に
つ
い
て
う
か
が

い
ま
し
た
。

増
え
る
「
多
人
数
世
帯
」
の
相
談
者

　
ワ
ン
エ
イ
ド
で
は
、
相
談
受
付
に
条
件
等

は
設
け
て
い
な
い
た
め
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
ひ
と
り
親
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持

つ
相
談
者
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
単
身
世
帯
か
ら
の
相
談
が
多
い
傾
向
に

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
後
、

ワ
ン
エ
イ
ド
に
や
っ
て
く
る
相
談
者
に
変
化

が
あ
っ
た
と
松
本
さ
ん
。「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

等
の
休
業
で
滞
在
場
所
を
失
っ
た
人
や
派

遣
社
員
で
契
約
を
切
ら
れ
た
人
等
の
相
談

も
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
変
化
を
感
じ
た
の

は
、一
般
の
家
庭
や
多
人
数
世
帯
の
方
か
ら

の
相
談
が
増
え
た
こ
と
で
し
た
。」

　

両
親
が
共
働
き
で
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で

は
、
パ
ー
ト
等
非
正
規
職
員
の
契
約
切
り
、

勤
務
時
間
の
減
少
等
に
よ
っ
て
収
入
が
大

き
く
減
っ
た
こ
と
、
学
校
の
休
校
で
食
費
の

負
担
が
増
え
た
こ
と
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分

で
生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
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れ
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
で
生
活
を

つ
な
げ
て
い
た
家
庭
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

い
き
な
り
弾
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。」

変
わ
っ
た
生
活　

対
応
す
る
難
し
さ

　
「
生
活
費
を
切
り
詰
め
る
た
め
、
今
よ
り

安
い
家
賃
に
し
た
い
」「
失
業
と
同
時
に
住

ま
い
を
失
っ
た
が
、
再
就
職
の
た
め
に
住
所

が
必
要
だ
」
と
、
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
が

増
え
た
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
化
で

す
。
こ
う
し
た
相
談
に
対
し
て
ワ
ン
エ
イ
ド

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
で
か
か
わ
っ
た
不

動
産
屋
や
大
家
と
連
携
し
な
が
ら
、
相
談

者
の
生
活
事
情
や
収
入
に
合
わ
せ
た
物
件

の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
相
談
者
の
中
に
は
「
通
勤
が
し

や
す
い
よ
う
、
駅
近
く
の
物
件
が
い
い
」

等
、
希
望
に
あ
っ
た
物
件
を
求
め
る
方
が
多

い
の
が
実
情
と
言
い
ま
す
。
実
際
は
、
条
件

に
よ
っ
て
家
賃
が
高
額
に
な
る
場
合
が
多

く
、
住
ま
い
確
保
を
困
難
に
す
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
人
数
世
帯
の
場
合
に

は
、
家
賃
を
下
げ
る
こ
と
で
今
ま
で
よ
り
狭

い
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

持
っ
て
い
く
家
財
の
取
捨
選
択
を
迫
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
転
居
に
は
契
約
や
引
っ
越
し
に

費
用
が
か
か
る
場
合
や
、
契
約
が
完
了
し
て

実
際
に
住
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
手
続
き

に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
要

な
ら
な
い
部
分
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ

う
し
た
現
実
と
イ
メ
ー
ジ
が
離
れ
て
い
て
、

妥
協
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
も
い
ま
し
た
。

今
ま
で
で
き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
発
生
し
た
生
活
の
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
い
人
が
多
い
、
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
し
た
。」

見
通
し
の
立
た
な
い
不
安
と

 

こ
の
状
況
だ
か
ら
得
た
希
望

　

相
談
者
の
中
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り

生
活
に
困
っ
て
い
た
様
子
の
方
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
松
本
さ
ん
。
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
す

る
こ
と
で
困
り
ご
と
を
口
に
し
や
す
く
な
っ

た
の
で
は
と
指
摘
し
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
等
で

相
談
機
関
に
関
す
る
情
報
が
報
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
窓
口
を
知
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
も
相
談
に
つ
な
が
っ
た
要
因

の
ひ
と
つ
で
す
。

　
こ
れ
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
は
、
住
居
確
保

給
付
金
の
支
給
や
生
活
福
祉
資
金
の
貸
件

期
間
が
終
了
す
る
方
、償
還
に
入
る
方
が
増

え
て
く
る
時
期
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
こ
う

し
た
方
の
中
に
は
、
未
だ
に
仕
事
が
見
つ
か

ら
ず
、
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
な
い
方
も

い
て
、
相
談
者
は
増
え
る
一
方
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ン
エ
イ
ド
で
は
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
で
、
相
談
者
が
仕
事
や

住
ま
い
を
見
つ
け
る
ま
で
の
間
を
支
援
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
が
続
く
と
、
こ
れ
ま

で
通
り
活
動
を
続
け
て
い
け
る
か
不
安
が
残

る
と
言
い
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
で
、
課
題
が
残
る
も
の
の
、

追
い
風
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
存
在
を

知
り
、
食
料
の
寄
附
を
し
て
く
れ
た
地
域
の

方
や
、子
ど
も
達
の
様
子
か
ら
家
庭
の
困
り

ご
と
を
知
り
、
相
談
を
持
ち
掛
け
た
地
域
の

学
校
の
先
生
と
も
つ
な
が
る
等
、
新
た
な
連

携
の
輪
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
相
談
者
も
、
相
談
の
内
容
も
、
さ
ら
に

多
様
に
な
り
ま
し
た
。
対
応
し
て
い
く
た
め

に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
と
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
一
層
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
相
談

者
に
対
し
て
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
あ
る
関

係
機
関
に
つ
な
げ
る
機
会
も
増
え
て
い
て
、

コ
ロ
ナ
で
生
ま
れ
た
の
は
、
悪
い
影
響
ば
か

り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。」

　
い
つ
に
な
れ
ば
経
済
状
況
が
よ
く
な
る
の

か
と
い
う
不
安
と
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
見

せ
る
希
望
が
、相
談
支
援
の
現
場
で
交
錯
し

て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

※ 

本
稿
は
11
月
末
時
点
に
作
成
し
た
も
の

で
す
。

な
費
用
を
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
人
や
、

現
在
の
住
ま
い
か
ら

す
ぐ
に
立
ち
退
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
契
約
を
急
ぐ
人

も
少
な
く
な
く
、
住

ま
い
の
確
保
に
至
る

ま
で
が
難
し
い
状
況

だ
と
言
い
ま
す
。

　
「
転
居
に
は
ど
う
し

て
も
『
新
生
活
』
の

イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま

と
う
。
家
賃
を
切
り

詰
め
る
こ
と
は
、
今

ま
で
の
生
活
か
ら
少

し
我
慢
し
な
け
れ
ば
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 岡本太郎の絵を自由に塗って貼って自分だけの作品に
　川崎市岡本太郎美術館のＷｅｂサイトにあるコンテン
ツ「どこでもTAROアトリエ」では、美術館で好評だった
ワークショップの中から、パワフルな岡本太郎の絵を塗り
絵にしたり、代表作《太陽の塔》を版画にしたり、家でも
楽しめるプログラムを公開。作品の画像を印刷して使用
でき、楽しみ方も説明されています。
　おすすめは、渋谷区青山にあった「こどもの城」のシン
ボルモニュメント《こどもの樹》のオリジナル版を作るこ
とができるプログラム。四方八方に伸びた枝の先にいろ
いろな表情の顔がついたこの作品は、子どもたちが周りを
ぐるぐる歩きながら自分に似た顔を探したり、にらめっこ
をしたり、人気だったのだそう。印刷した《こどもの樹》
の顔でお気に入りを選んで自由に色を塗り、枝の先に貼り
付ければ、自分だけの《こどもの樹》のできあがりです。

❖ 一枚の布をまとって衣装の構造がわかる仏像体験
　県立歴史博物館のWebサイトにあるコンテンツ「おう
ちでかながわけんぱく」では、歴史に触れながら遊べる収
蔵資料の塗り絵や工作などのプログラムを公開。資料の
画像を印刷し、キャラクターによる楽しい解説を読みなが
ら手を動かすと、子どもたちは笑顔に。西洋人来航が描か
れた日本画「南蛮屏風」に色を塗ったり、黒船が描かれた
「横浜浮世絵」のペーパークラフトを組み立てることで、
昔の服装や船の造りがわかります。

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　特に親子で楽しんでほしいのは、仏像の気分を体験でき
るプログラム「ぶつぞうになってみよう」。見るだけだと
わかりづらいのですが、仏像が身につけている衣装は一枚
の大きな布。実際に一枚の布を使って説明どおりに身に
まとってみると、仏像の衣装の構造がわかります。次に仏
像を見る時にはその見方が変わり、歴史に興味を持つきっ
かけになるかもしれません。この機会に親子でさまざま
なことに目を向けたいですね。

　コロナ禍の影響で以前のように外出するのが難し
い日が続いています。家で過ごすことが多く、時間
を持て余しぎみの家庭もあるかもしれません。そん
な時は文化施設のＷｅｂサイトで公開中の親子で楽
しめるコンテンツに注目してはいかが。
　今回は川崎市岡本太郎美術館と神奈川県立歴史博
物館のＷｅｂサイトをご紹介。気軽にアクセスで
き、家にいながらにして世界が広がります。

親子でアート＆歴史をオンラインで楽しもう！

〈連絡先〉〒214－0011　川崎市多摩区布田24－26
　　　　  ☎044－945－8662　FAX 044－944－3009
　　　　  URL http://www.mamaton.jpn.org/

 今月は
  ⇨ ＮＰＯ法人　ままとんきっず
 がお伝えします !　

　今年で子育て支援活動27年目。お母さんたちが主体となっ
て、親子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、
産後サポート、子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、
中学校での赤ちゃんふれあい体験事業などを運営。情報誌・単
行本の発行物は45冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。乳幼児
から小中学生まで幅広い子育て支援により、地域の活性化を目
指し、活動の場を広げている。

■ 川崎市岡本太郎美術館「どこでもTAROアトリエ」
　 https://www.taromuseum.jp/taroatelier.html

■ 神奈川県立歴史博物館「おうちでかながわけんぱく」
 　http://ch.kanagawa-museum.jp/ouchi

親子で協力して毛布やシーツを体にまとわせて仏像に。手の
ひらを正面に向けてポーズをとると、より仏像の気分アップ

背中に垂れた布を
右の脇腹にもっていくぞ

《こどもの樹》の顔は笑ったり
舌を出したり。色や表情のバ
ランスを考えながら枝の先に
貼り付けて完成！
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福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地
の福祉関連の当事者・職能
団体等の方々から日ごろの
取り組みをご寄稿いただき
ます。

すべての人が平等に扱われる社会に向けて

　皆さんは性的指向と性自認という言葉を聞いたこ
とはありますか？性的指向は「恋愛感情や性的な関
心がどの性に向かうか、あるいは向かないか」等を
表し、性自認は「自分がどの性別であるか、または、
どの性別ではないかなどといった自己認識」を意味
します。そして、これら二つの言葉の英語の頭文字
をつなげて、SOGI（ソジ）と呼びます。
　当会は、SOGIに基づく困難の解決のために、差別
を禁止する法律の制定を目指して活動しています。
具体的にどのような困難があるかというと、「上司に
トランスジェンダー※1であることを伝えたら、解雇
された」「レズビアン※2であることを同期に伝えた
ら、社内全体に広まっており、精神的に傷ついた」と
いった事例があります。ただ、このような事例が生
じても、日本にはSOGIによる差別を禁止する法律
がないため、法的に救済を求めることのハードルが
高く、多くの当事者がさまざまな困難に直面してい
ます。
　これまで当会は、差別禁止法の市民案策定や政策
提言、企業等向けの研修、各党の政策に関する調査
活動などを実施してきましたが、その成果の一つと
して、昨年５月に成立した改正労働施策総合推進法
（いわゆる、パワハラ防止法）が挙げられます。今回
の改正で事業主や行政機関等にパワハラを防止する
ための措置を義務づける規定が新設され、パワハラ

に含まれる内容として、SOGIに基づくハラスメント
とアウティング（労働者のSOGI等の機微な個人情
報について、当該労働者の了解を得ずに他の労働者
に暴露すること）が含まれるとされました。
　さらに法整備を進めるため、当会は10月15日に国
際NGOと共に、差別禁止法の制定を求める署名
キャンペーン「EqualityActJapan　日本にも
LGBT平等法を」を始めました。今年始めた理由
は、東京オリンピック・パラリンピックのホスト国で
ある日本は、＂性的指向による差別＂を含めたさま
ざまな差別を禁止するオリンピック憲章に基づいて
行動しなければならず、差別禁止法の制定に向けた
政府の対応について例年以上に注目を浴びているか
らです。
　当会は署名や常日頃の活動を通じて、誰もが差別
を受けることなく、平等に扱われる社会を目指して、
今後もまい進していきたいと思います。

※１　 出生時に割り当てられた性と性自認が一致しな
い人や、どちらの性別にも違和を感じる人のこと

※２　 性自認が女性で、恋愛対象が女性の人。女性同性
愛者

LGBT法連合会　　
　西山　朗

　性的指向および性自認等により困難を抱えている当事者等に対する法
整備を目指し、政策提言や研修、調査活動等をしています。
Mail info@lgbtetc.jp　☎ 03－5802－6650

2020年で創立60周年 

〒236－0004
横浜市金沢区福浦2－1－12
TEL 045(785)1700
FAX 045(784)6902 http://www.kki.co.jp/

デザイン

印 刷

ホームページ
制作

防犯カメラ、AEDの販売・リースの
ほか、不審者侵入、火災発生など施
設の異常検知と緊急通報に警備員が
駆付け対応し、被害拡大を早期に防
ぎます。お気軽にご相談下さい。
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同
じ
く
、
会
長
感
謝
受
賞
者
の
（
福
）

横
須
賀
基
督
教
社
会
館
田
浦
・
逸
見
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設
長
の
大
澤

愛
子
さ
ん
は
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
民
生
委
員
児
童
委
員
等
の
地
域

と
専
門
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
の

様
子
を
紹
介
し
、「
地
域
の
人
々
が
お
互

い
に
支
え
合
い
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域

を
、
地
域
の
み
ん
な
で
創
っ
て
い
き
た

い
」
と
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
抱
負
を
優
し
い
ま
な
ざ

し
で
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
８
９
５
人
、

１
４
０
団
体
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
総
務
担
当
）

　

本
会
で
は
、
11
月
４
日
、
県
社
会
福

祉
会
館
（
横
浜
市
神
奈
川
区
）
に
て
、

「
令
和
２
年
度
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
顕
彰
・
神
奈
川
県
共
同
募
金

会
会
長
顕
彰
合
同
授
与
式
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
県
社
会

福
祉
大
会
は
中
止
と
し
た
た
め
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
４
名
の
方
に
出
席
い
た

だ
き
、
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
副
局

長
の
川
名
勝
義
さ
ん
を
来
賓
に
迎
え
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
両
会
長
よ

り
受
賞
者
に
表
彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。

　

本
会
会
長
表
彰
受
賞
者
の
逗
葉
地
区

保
護
司
会
会
長
の
冨
田
邦
衛
さ
ん
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
福
祉
現
場
で
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
面
談
機
会
が
減
り
、
思
う
よ

う
に
支
援
が
で
き
ず
、
も
ど
か
し
さ
を

感
じ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
「
困
難

を
抱
え
て
い
る
人
が
気
軽
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

出
せ
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
相
手
と
な

り
、
多
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
大

切
に
し
た
い
」
と
当
事
者
に
寄
り
添
っ

た
地
域
生
活
支
援
を
進
め
て
い
く
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
県
内
の
地
域
づ
く
り
、

福
祉
課
題
の
解
決
等
に
取
り
組
む
事

業
や
活
動
に
対
し
、
と
も
し
び
基
金

の
寄
附
金
並
び
に
果
実
を
活
用
し
て

助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
県
内
で
活

動
す
る
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
町
村

社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
地
域
福
祉

活
動
に
取
り
組
む
団
体
を
対
象
と
し

て
、
事
業
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助

成
し
、
地
域
福
祉
の
一
層
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
区
分
及
び
対
象
と
な
る
活
動

等
は
、
下
表
の
通
り
で
す
。
詳
細
は

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◇
申
請
期
間
＝
令
和
２
年
12
月
１
日

（
火
）〜
令
和
３
年
１
月
29
日（
金
）

※
持
参
も
し
く
は
郵
送
。
郵
送
の
場

合
は
１
月
29
日（
金
）の
消
印
有
効
。

※
窓
口
で
の
受
付
時
間　

月
曜
日
〜

金
曜
日　

10
時
〜
16
時
（
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
ま
で
の
期
間
及
び

１
月
11
日
は
除
く
）
事
前
連
絡
の

上
来
所
し
て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
地
域
福
祉
推
進
担
当

　

０
４
５

－

３
１
２

－

４
８
１
５

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

つ
な
が
り
支
え
合
い
と
も
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

〜
令
和
２
年
度
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰
・

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
顕
彰
合
同
授
与
式
〜

「
令
和
３
年
度
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業
」
の
ご
案
内

前列が受賞者代表の皆さん。前列左から、
県社協会長顕彰受賞者の大澤愛子さん、
冨田邦衛さん。県共募会長顕彰受賞者の
小泉芳子さん、神奈川県更生保護女性連盟
事務局長池田英津子さん。

区分 助成金額・要件等 対象とする活動・募集テーマ

一
般
助
成

・ 地域福祉推進に寄与する団体等に対して助成
金を交付し、事業・活動への支援を行います。
・ 助成金額は、対象経費総額の５分の４以内、
20万円を上限とします。

１． 地域福祉ニーズ（課題）に対応する先駆的な活動

２． 広域的かつ公益性の高い活動

協
働
モ
デ
ル
助
成

・ 記載の募集テーマに沿った提案を受け付けま
す。
・ 本会と事業・活動を協働することが前提とな
ります。
・ 助成金額は対象経費総額の５分の４以内（例
外あり）、200万円を上限とします。
・ 本会と申請団体との具体的な協働の内容、役
割分担については、申請団体の自主性、自立性
を基本に、担当部所と相談のうえ決定します。

１． 人との関係づくりやコミュニケーションが苦手な人
の「参加支援」～多様な形でのボランティア参加の
可能性について～（地域福祉推進部　かながわボラ
ンティアセンター）

２． 外国にルーツをもつ住民の高齢化にともなう生活課
題への対応（地域福祉推進部　かながわボランティ
アセンター）

３． 社会福祉法人の協働による「地域のおひとり様の暮ら
しを支える身元保証と終活支援」（権利擁護推進部）
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寄附金品ありがとうございました

【交通遺児援護基金】（株）エスホケン
【子ども福祉基金】（株）エスホケン、脇隆志、
渡部勲

【ともしび基金】（財）光之村代表理事岡崎芳子
【寄附金】広瀬公子
 （合計10件 128,673円）
【寄附物品】（一社）日本塗装工業会神奈川県
支部、神奈川昭和会、（一社）神奈川県自動
車会議所

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉　（Ｎ）セカンドハーベスト・ジャ
パン （いずれも順不同、敬称略）

神奈川県社会福祉センター整備事業　ご協力お願いいたします

　本会ではセンター整備事業を進めるにあたり、広くご支援、ご
協力をいただけるよう協賛金制度を設けております。
　趣旨にご理解、ご賛同いただき、ぜひともご協賛を賜りますよ
うよろしくお願いいたします。

　新センターの概要はHPにて紹介しております。
URL http://www.knsyk.jp/s/global_syakyou/r1center.html

（一社）神奈川県自動車会議所より障害福祉施設協議会等へ介
護車両を寄贈いただき、御代田晃一理事長（左）に感謝状を贈呈

医療福祉施設協議会へアルコール消毒液を寄贈いただき、（一社）日本塗装工業会神
奈川県支部、神奈川昭和会に感謝状を贈呈

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

令和２年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK19-12918　2020.2.10 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

ふくしの保険 検索
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で
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
長
く

楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
協
力
し

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
会

長
は
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　

花
み
ず
き
の
会
の
活
動
中
心
メ
ン

バ
ー
は
70
歳
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
元

気
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
長
寿

国
の
日
本
で
は
、
長
い
人
生
を
謳
歌
す

る
た
め
に
支
え
あ
え
る
つ
な
が
り
が
必

要
で
あ
る
と
取
材
を
通
じ
感
じ
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2020（令和２）年12月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

　

大
和
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加

盟
し
て
い
る
「
花
み
ず
き
の
会
」
は
平

成
14
年
に
鶴
間
地
区
の
分
譲
団
地
（
２

４
５
世
帯
）
で
集
会
所
を
拠
点
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
団
地
の
入
居
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
助
け
合
い
を
必
要
と
す

る
住
民
が
増
え
て
き
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
現
在
会
員
数
は
75
名
。
楽
し
く
、

仲
良
く
元
気
で
明
る
い
活
動
を
モ
ッ

ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、

花
み
ず
き
友
愛
チ
ー
ム
で
は
、
①
野
菜

の
日
（
野
菜
販
売
会
）
②
み
ん
な
の
居

場
所
い
ろ
ど
り
・
相
談
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

花
み
ず
き
の
会
の
会
長
、
大
竹
芳
秋

さ
ん
は
「
長
生
き
を
し
て
い
る
と
人
は

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
増
え
る
の
で
、

お
互
い
助
け
合
い
が
大
事
」
と
語
り
ま

す
。

　
「
野
菜
の
日
」の

取
り
組
み
も
そ
の

一
環
で
す
。
始
め

た
き
っ
か
け
は
、

近
所
に
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し
て

し
ま
い
、
買
い
物
困
難
者
が
増
え
た
こ

と
。
解
決
策
を
相
談
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

地
元
の
農
園
の
方
が
新
鮮
な
も
の
を
駅

近
で
販
売
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
協

力
を
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。
値
段
は

百
円
で
、
美
味
し
く
新
鮮
な
も
の
が
食

べ
ら
れ
る
と
評
判
も
良
く
、
毎
回
30
〜

40
人
程
の
方
々
が
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

買
い
物
難
民
と
い
う
と
過
疎
地
域
が

注
目
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
、

花
み
ず
き
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
「
自
分

の
身
近
に
も
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
販
売
を

３
ヶ
月
中
止
し
ま
し
た
が
、
買
い
物
が

大
変
な
方
の
た
め
に
、
野
菜
の
お
任
せ

パ
ッ
ク
で
対
応
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

健
康
や
困
っ
た
こ
と
の
相
談
、
安
否
確

認
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
７
月
か
ら
販

売
会
の
再
開
を
し
て
お
り
、「
少
し
で
も

外
に
出
る
機
会
や
人
と
会
話
す
る
こ
と

地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か
す
「
野
菜
の
日
」

―
花
み
ず
き
の
会
（
大
和
市
）

豆
知
識
◇
友
愛
活
動
と
は
？

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
全
国
三
大
運
動
」
の
１
つ
。
各
地

域
で
の
見
守
り
・
居
場
所
づ
く
り
・
健

康
づ
く
り
等
地
域
の
つ
な
が
り
を
支
え

合
い
で
行
う
活
動
。

借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害…

こんなとき、
まずは法テラスへ

法的トラブルは、適切な機関や専門

家に相談するのが解決への近道。

まずはお気軽に法テラスへお電話く

ださい。

内容に応じて、ご利用いただける法

制度や相談窓口をご案内します。 受付時間【共通】　平日９：００～１７：００

▲ 火曜日の野菜販売会で、コミュニ
ケーションをとる姿

▲ 花みずきの会の活動を中心で
行っている会員の皆さん
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